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アドレナリン静脈内注射による実験的家兎

脈絡網膜症の病理組織学的研究

岩城 陽一, 杉田  新, 望月  學, 吉岡 久春

久留米大学医学部眼科学教室

要  約

アドレナリン静脈内注射による実験的家兎脈絡網膜症発症時の限局性漿液性網膜剥離部,および網膜剥離が

おこっていない網脈絡膜を病理組織学的に検討した.漿液性網膜剥離部内の螢光漏出点多発部位の脈絡膜細動

脈は強く収縮し, 脈絡膜毛細血管は著しく狭小化していた. 脈絡膜細静脈は内皮細胞間隙開大があり, その部

より網膜下液と同じ色調の液成分の血管外漏出があり, Bruch 膜に達し,その部の網膜色素上皮細胞の脱落が

みられた.漿液性網膜剥離部内の螢光漏出点がない部位,及び網膜剥離が起こっていない部位の脈絡膜細動脈,

脈絡膜毛細血管の変化は漿液性網膜剥離部内螢光漏出点多発部位と同様であったが, 程度は軽く, また脈絡膜

細静脈の内皮細胞間隙開大と網膜色素上皮細胞の脱落は認められなかった.アドレナリン静脈内注射による家

兎脈絡網膜症は脈絡膜循環障害と,循環障害による脈絡膜細静脈からの血液成分の血管外漏出によって発症す

るものと考えられた.( 日眼会誌 96 : 74-84,  1992)
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Abstract

Experimental chorioretinopathy was induced by injecting 0.1%  adrenalin intravenously in pig-

mented rabbit eyes. The fundus of each eye was analyzed with ophthalmoscopy and fluorescein fundus

angiography  (FFA). Histopathological sections were eχamined from each of following areas : (a)

those with serous retinal detachment and evidence of dye leakage on FFA, (b)  those with serous

retinal detachment, but no dye leakage on FFA, and  (c) those without detachment. In areas with

serous detachment and dye leakage on FFA, the choroidal arterioles showed irregularly narrowed

cavities, and the lumens of the choriocapⅢaris were remarkably narrowed. Most of the choroidal

venules were enlarged and filled with many blood cells. Some had wide openings in the endothelial

intercellular spaces, resulting in leakage of blood components into suprachoroidal space. Bruch's

membrane was hypertrophic and some of overlying retinal pigment epithelium (RPE)  had disappear-

ed. The residual RPE showed degenerative changes, such as intracellular vacuole formation. Both in
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areas with detachment but no dye leakage on FFA, and in areas without detachment, similar but

milder pathological changes were observed in choroidal arteriole and choriocap Ⅲaris. Severe damage,

such as RPE defects and wide openings of endothelial intercellular spaces in choroidal venule, were

not observed. These results suggest that intravenous adrenalin may affect choroidal venules as well as

the choroidal arterioles and choriocappilaris in rabbit eyes, resulting in wide openings of their

endothelial intercellular spaces. These histopathological change may lead to RPE damage by the

choroidal ischemia and the leakage of blood components, leading to the induction of e χperimental

chorioretinopathy.  (Acta Soc Ophthalmol Jpn 96 : 74-84, 1992)

Key words : E χperimental chorioretinopathy, Choroid and retina, Ⅲstopathology,

Adrenalin injection, Rabbit
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家兎 に アドレ ナ リン, ア セチル コ リン, ヒ スタ ミン

を反 復 静脈 内注 射( 静注) す る事 より おこ る実験 的 漿

液 性 網膜 浮 腫は 池田 ら川こより 最初 に 報 告さ れ た. そ

の 実験的 漿 液性 網膜 浮腫( 脈絡 網膜 症) の 眼底 像l)及 び

螢 光眼 底所 見2凹 ま, ヒト の中 心性 漿液 性脈 絡網 膜症 の

そ れに 類似 する と報 告さ れて いる. し かし, 家 兎脈 絡

網 膜症 発症 時の 限局 性漿液 性 網膜 剥離 部内 の病理 組 織

所 見 につ い て 微細 構 造 レ ベ ルで の 詳 細 な報 告 は 少 な

く4)̃6',特 に脈 絡膜 細動 脈, 脈 絡膜 細静 脈の変 化 につい

て の所 見は我 々が知 る限 りな い.

今回 の実験 の 目的は, この 実験的 家 兎脈絡 網膜 症発

症 時の 限局 性漿液 性網 膜剥 離 部位, お よび網 膜剥 離が

お こっ てい ない部 位 の網脈 絡 膜につ い て, 微細構 造レ

ベ ルで病 理組 織学 的 に検討 し, 本 症の 発生機 序 につい

て 考察 する ことで あ る.

II 材 料 お よ び 方 法

実験動 物 として, 月 齢4.5̃5 ヵ 月, 体重2.1̃2.7

kg の 雄成 熟有 色家 兎7 羽14 眼を 使用 し, 実験 前 に両

眼散 瞳後 眼底 検査 を行 い異 常 のない こ とを確 かめ た.

Ketamine hydro-chloride 筋 肉 注 射 に よ る 麻 酔 下 で

0.1% ア ドレ ナ リン0.04 ml/kg を1 日1 回, 限局 性漿

液 性 網膜 剥 離 が 発 症 す る まで 連 日 耳 静脈 より 注 射 し

た. 毎 日, アドレ ナ リン静 注前 と アドレ ナ リン静 注後

30 分に検 眼鏡 に よる眼 底検 査を 行 った. 検眼 鏡的 に漿

液 性網 膜剥 離 が明 ら か な 場 合 は トプ コンTRC-FE 型

眼 底力j ラに よ るカ ラ ー眼 底撮 影 と螢 光 眼底 撮影を 行

い, 検眼鏡 的 に漿 液性 網膜 剥離 がは っ きりし ない 場合

で も, 毎 日螢 光色 素を 耳静 脈注 射し井 浪 式倒 像鏡 に青

色 フ ィル タ ー( 螢 光眼 底観 察) を 入れ限 局性 漿液 性網

膜剥 離 の発 症 を 確 認し た. 発 症 直 後 にpentobarbital

静注 に よる麻 酔下で 眼球 摘 出を行 っ た. 実 体顕 微鏡下

で, 限局 性漿 液性 網膜 剥離部 内 の螢 光漏出 点多 発部位

と螢 光漏 出の ない 部位, お よび髄 翼 の下方で 網 膜剥 離

がお こっ てい ない 部位 の3 つ の組 織切 片を 切 り出し て

試料 とし た. 限局 性漿液 性網 膜剥 離部 内で螢 光 漏出点

が ない 部 の試料 は7 羽14 眼 中3 羽6 眼の み作製 した.

試 料 は2.5%glutaraldehyde ・ 2%paraforma 】dehyde

(0.1 M cacodylate buffer, pH 7.4) で2 時 間前 固定,

次いで2%0s04  (0.1  M  Millonig's phosphate buffer,

pH 7.4) で2 時 間後 固定 し, 上昇 ア セト ン系 列で 脱 水

し, Epon 812 に 包埋し た. 光学 顕微鏡 観 察のた めPor-

ter Blum ミ クロ ト ーム 薄切 に よ り3 μm の標 本を 作

製 し, l%toluidine blue で染 色, 検鏡し た. 透過型 電

子顕 微鏡 観察 には同 ミクロ ド ームで 超 薄切 片を 作製,

酢 酸 ウ ランと クェ ソ酸鉛 で二 重染 色し, 日立H-500 型

電 子顕 微鏡 で観 察し た.

対照 とし て, ア ドレ ナ リソ 静注 群 と性・年 齢・ 体重

を 一致 さ せた無 処置 の正 常有 色家 兎2 羽4 眼, なら び

に生理 食塩 水0.04 ml/kg を1 日1 回,10 日間 耳 静脈

よ り静 注し た有 色 家兎3 羽6 眼, 計5 羽10 眼を 用 い

た. 観 察部 位は 髄翼 の下方 で, 髄 翼の最 周辺 部, お よ

び乳頭 よ り約1 乳頭 径の 部を 実験群 と同 じ眼 球摘 出法

お よび 試料 作製 にて 観察し た.

Ill 結  果

1. アド レナ リン静 注 に よる 限局 性 漿液 性網 膜 剥 離

の 発症

7 羽14 眼 有 色家兎 に, 0.1% アドレ ナ 仁x  0.04 ml/

kg を 毎 日 静注し, 全 例が 静注 開 始1 日か ら9 日 目,

4.43 ±3.87  (平均 士標準偏 差) 日 目に, 限局 性漿液 性

網 膜剥 離を生 じ た. その典 型 例を図1, 図2 に示 す.



76 日限会誌 96 巻 1 号

図1 アドレナリン静脈注射によ り生じた限局性漿液性網膜剥離のカ ラー眼底写真

(投与3 日目). 1.5乳頭径大の限局性漿液性網膜剥離があり,その中に灰白色の微細

点状混濁を認める.

図2 アドレ ナリン静脈注射により生じ た限局性漿液性網膜剥離 の螢 光眼底写真.

(A:38 秒,B : 200 秒) 写真は中期, 後期であるが早期より点状の過螢光のスポッ

トが多発し, 時間の経過 と共に各スポットが増大しながら網膜下に貯留してい る.

図1 はカラー眼底写真で,1 ×1.5 乳頭径大の限局性

漿液性網膜剥離があり, その中に灰白色の微細点状混

濁を認める. 図2 はその螢光眼底写真で, 早期より点

状の過螢光のスポットが多発し, 時間の経過と共に各

スポットが増大しながら網膜下に貯留した. 限局性漿

液性網膜剥離はすべて髄翼の下方で短後毛様動脈の支

配領域に発症した. その中でも髄翼最周辺部に好発し

た.

対照群の中で, 生理食塩水0.04 ml/kg を10 日間,

毎日静注した有色家兎3 羽6 眼は, 螢光眼底観察にて

網膜剥離を発症しなかった.
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図3 漿 液 性網 膜 剥 離 部内 螢 光 漏 出点 多 発 部 の 光顕 写 真. 部 分 的 に網 膜 色素 上 皮 細胞 は 脱 落( 矢 尻) し

てい る. 脈絡 膜 細 動 脈 は内 腔 が 不規 則( 左矢 印) で, 狭 くな っ てい る( 右 矢 印). 脈絡 膜 細 静脈(*)

よ り網 膜 下 液 と同 じ 色 調 で フ4 プ リ ン・ 赤 血 球を 含 む 明る い 液 成 分の 血管 外 漏 出( 小 矢 尻) が あ り,

Bruch 膜 に達 し, そ の部 の 網 膜 色素 上 皮細 胞 の 脱 落( 矢 尻) が みら れ る. この 血管 外 漏 出 に相 当 す る

部 の連 続 し た 切 片で も, ここ に 相 当す る 部 位 に 血管 は みら れ な い. 脈 絡 膜間 質 は赤 血 球 を 含 んだ 液 成

分 で充 た され て 著し く 肥 厚し て い る. ト ル イジ ン ブル ー染 色, ×320.

図5 網膜色素上皮細胞脱落部の透過型電顕写真. 漿液性網膜剥離部内螢光漏出点多発部. 網膜色素上

皮細胞脱落部はフィブ リンを含んだ液成 分で充 たされ, Bruch 膜は一部著しく肥厚し, フ4 ブリソが

みられた( 矢印). BM : Bruch 膜,×7,500. 挿 入図はフィブ リンの拡大写真.×59,000.
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図4 脈絡網膜症発症時の同一 眼における各部位 の光顕写真. トルイジンブ ルー染

色,×200.

A: 漿液性網膜剥離部内螢光漏出点多発部. 部分的に網膜色素上皮細胞は脱 落( 矢

尻) している. 脈絡膜細動脈( 矢印) は内腔が狭くなっている. 脈絡膜細静脈(*)

は, 多量の血液成分を充満させ楕円形 となっている. 脈絡膜聞質は赤血球を含んだ

液成分で充たされ著しく肥厚してい る.

B: 漿液性網膜剥離部内の螢光漏出がない部. 脈絡膜細動脈(矢 印)は内腔が不規則

になっている. 脈絡膜細静脈(*) は多量の血液成分を充満し, ほとんどの部で楕

円形となっている.

C: 網膜剥離がおこっていない部. 網膜色素上皮細胞は異常 が認められない. 脈絡膜

細動脈( 矢印) は所 々で内腔が著しく狭くなっている部がみられる. 脈絡膜細静脈

は扁平で スリット状の内腔を示している.

2. 光学顕微鏡所見

1) 漿液性網膜剥離部内の螢光漏出点多発部位( 図

3, 図4A)

網膜色素上皮細胞は所々で脱落していた. 脈絡膜細

動脈 は内 腔が 不規 則で狭 く なっ てい た. 脈絡膜 緇 静脈

よ り網膜 下液 と同じ 色調で フ ィブ リン・赤 血球 を 含む

明 るい液 成 分の血 管外 漏出 があ り, Bruch 膜 に達し,

そ の部 の網 膜色 素上 皮細 胞の 脱落 がみ られ た( 図3).
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図8 Intercapillary zone の 透過 型電 顕 写 虹 漿 液汁 網 膜 加」蹈 副 仔蛍 光漏I出 点 多 発

俚. Intercapi 】]ary zolle に74 プ リ ンが みら わ.BrucMIQI は 肥厚 し てい る. 矢日厂 脈

絡膜 毛 細 血管, RPE: 網 膜 色 余 匚皮細 駄 BM : Bruch 膜, ×18,000  .

図9 脈絡膜細勁脈の通過型常顯写 賍/ 白 夜件制 服剥離圉卜]蕾 光㈲出点 多元部

(.矢げ 凵 ご箸しく狭くなっている.Sm レド滑筋細胞,xl,600.
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脈 絡膜間 質ば 赤血球 を含 ん だ液成 分で充 た されて 著 し

く肥 厚し てい た. 脈絡膜 細 静脈は, 多 量の 血液 成分を

充満 させ楕 円形 となっ てい た( 図4A 九 し かし なが ら

炎 症細胞 は みら れなか った.

2) 漿 液性 網膜 剥離部 内の 晉光 漏出点 が ない部 位(図

4B)

網膜 色素上 皮細 胞 の脱落 はな かった. 脈 絡膜 細動 脈

は 内腔 が不規 則 になっ てい た. 脈絡膜 細 静脈は 血液 成

分を充 満し, ほ とん どの部 で楕 円形 とな ってい た. 脈

絡 膜開質 は 異常 なく, 炎症 細胞 はみ られ なか った. 脈

絡 膜細 動脈 の変化 は, 網膜 剥離 部内螢 光漏 出点 多発 部

と比 べる と程 度 は軽 く, 頻 度は 少な かっ た.

3) 漿液 性網膜 剥離 がお こって い ない部位( 図4C)

網 膜色素上 皮 細胞 に異常 は認 めら れな かった. 脈 絡

膜 緇 動脈は 所 々で内 腔が著 し く狭く なっ てい る部が み

られ た. し かし, こ れら の変化 は限 局性 漿液 性網膜 剥

離部 位の変 化 と比べ る と程 度は 軽 く, 頻 度 も明 ら かに

少な かった. 脈 絡膜 細静 脈は扁 平で スリ ッ 囗 犬の内 腔

を示 してい た.

3. 透過 型電 子顕微 鏡所 見

1) 漿液 性網膜 剥 離部内 の螢 光漏 出点多 発部 位(図5

̃11)

網 膜色 素上皮 細胞 脱落 部は フ ィブ リンを 含ん だ液成

分で 充た され, フ ィブ リンは網 膜下 液中 に もみら れた.

Bruch 膜 は一 部著 し く肥厚し, フィブ リン が認め られ

た(図5). 網膜 色 素上皮 細胞 脱落部 に隣 接 する網 膜 色

素上 皮細 胞( 非 脱 落部) は, 網膜 色素上 皮 細胞 の大小

不『司の空 胞形 成, 基 底陥 入の 消失, Bruch 膜で のフ ィ

ブ リン析 出・ 肥厚 があ り, フ ィブリン の一 部は変 性網

膜 色素上 皮細胞 内 にも みられ た(図6 九 網膜 色素上皮

細胞 脱 落部, 非 脱 落部 の脈絡 膜毛 細血管 は, ともに管

腔 が 著 し く 狭 く なって い た( 図7  ). Intercapillary

zone に フ ィブリ ソが みられ, Bruch 膜 は肥 厚し てい た

(図8). 脈絡 膜細 動脈 は内腔 が 著し く狭 くなっ てい た

(図9). 脈絡 膜細 静脈内 皮細 胞 には間隙 開 大が 認め ら

れ( 図10), 所 々で それ らの部 よ りフ ィブド/ を 含ん だ

液 成分 の漏 出が著 明に みら れた( 図n).

2) 漿 液性 網膜 剥離部 内 の螢光 漏出点 が ない部 位

前述 の光学 顕 微鏡所 見の ほか, 網膜 色素上 皮 細胞 の

空 胞 変 性お よび 膨 化 が みら れ た. 脈 絡膜 毛 細 血管 は

所 々で管 腔 が著し く狭 くな って おり, 脈絡 膜緇 動脈 は

内 腔が 不規 則で狭 く なって いた. し かし, 脈絡 膜毛 細

血 管・ 脈絡 膜細動 脈 の変化 は, 漿液 性網膜 剥離 部内 の

螢 光漏 出点多 発部 位 と比 べる と程度 は軽 く, 頻 度は 少
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なか った. その 他, Bruch 膜 の肥 厚, 脈絡膜 維 静脈の

内 皮細 胞間 隙開 大は 認め られ なか った.

3) 漿液 性網 膜剥 離がお こ ってい ない 部位

前述 の光 学顕 微鏡 所見 を如 認し た. 川]も, 網膜 色素

上 皮細 胞 に異常 は 認めら れな かっ た.脈絡 膜毛 細 血管,

脈絡膜 細動 脈は 所 で々 管腔 が 著し く狭 くな ってい る託

がみ られた. し か し, こ れら の変化 は限 局性 漿 液汁網

膜剥 離部位 の変 化 と比べ る と程度 は軽 く, 頻 度 も明 ら

か に 少な か った. 脈 絡膜 細 静 脈 に 異常 は 認 め らj卜な

か った.

以 上 の病理組 織学的 変 化は, アドレ ナ リン静 江 辟の

家 兎7 羽14 眼 にす べて みら れた. し かし7 羽14 限中

3 羽6 眼 は脈絡 膜毛細 血管, 脈絡 膜細 動脈 の内 腔が 著

し く 狹 く なって い る部 が, 他 の4 羽8 眼 と 比 べ 少 な

か った.

4. 対 照実験

正常家 兎2 羽4 眼 と生理 食 塩 水投 与 の家 兎3 才川 眼

の間 に 組織学的 差 はな く, 網 膜 色素上 皮細 胞, 脈絡 膜

毛 鼾 血管 凵 脈絡膜 繼動脈, 脈 絡膜 緇 静脈.=およ び脈絡 膜

間質 に 異常は 認め られ なか った.

IV 考  按

今回 の実験 で.0.1% アド レ ナ リン・を連 山 剛士し た 行

色家兎 に生じ た脈 絡網 膜症 の漿 液性 舸 漠剥離 部内 の螢

光漏出 点多 発部位 の病 理組 織学的 特 徴は,I) 網膜 色素

上皮 細 胞の変 性・脱 落,2) 脈絡 膜細 動脈 の狭 小 化,3)

脈 絡膜毛 細血 管腔 の 答しい 狭小 化,4) 脈 絡膜 細 静脈の

うっ血, 内皮 細胞 間隙 開 大お よびそ の部 から1絎夜I昃分

の血管 外漏 出な どであ った. 漿 液 性網膜 剥 離部内 の蛍

光漏出 点が ない 部位で は, 網膜 色 素上皮 細胞 の脱 落は

なく, 空胞, 膨化 を 認め たに過 ぎ ず, 脈絡膜 細動 脈・

脈絡膜毛 細 血管 の変化 は漿 液性 網膜 剥 離部内 螢)I函耗出

点 多発 部位 と比 べ, 脈絡膜 細 静脈 の内皮 細 胞間¦瞭開 人

は認め られ なか った. 対 照実験 として, 生理 食塩 水を

10 日間, 連 日 静注し た有 色家 兎は, 漿液 性網 膜 砂』離 部

内の よ うな 脈絡 膜循 環系 への 影響 はほ とん ど与 えず,

無処 置の有 色家 兎 と組 織学的 所見 が同 様であ っ たこ と

から, ア ドレ ナ リンの薬 理作 用が 脈絡膜 網 膜疳 の発症

に大 きく関 与し てい るこ とは 明ら かであ る.

上 記の組 織学 的所 見 の中で, 脈 絡膜 細 静脈の うっ血

と内皮 細胞 間隙 開 大, お よ び血液 成 分の血管 外 漏出 な

どの 脈絡 膜緝 静脈 の病変 が, 脈絡 網膜 症の 発斤 に関 り,

す る最 も重 要 な所 見 と考え る. Rowley7' は, 静脈内 皮

細胞 閧隙 開 人の生じ る 原囚 とし て, 静脈 平滑 筋が収 縮
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する こ とで 末 梢静脈 の壁 が 伸び にく くな るこ と と静脈

圧の 上昇 によ る とし て卜 る. 従 って, ア ドレ ナ リン静

士に よる 有色家 兎 の脈絡 網 膜症 の発 症は以 下 の腴序 に

よる と考 えら れる. す なわ ち, アド レナ リン の静注 に

より アド レナ リン 作働性 線維 が 作働 する こ とによ り,

脈絡 膜細 動脈 が収縮 し 血液 成分 が脈 絡膜毛 細血 管に い

かな くな り, 二 次的 に脈 絡 膜毛 細 血管 の管 腔が 狭 くな

る. 一 方, 脈 絡膜細 静脈 も アド レナ リン の作 用に より

平滑 筋が 収縮し 血管 壁 が伸 びに くく なって い るた め,

増大 した 静脈 還流液 を充 分 に保 持で きず, 脈絡 膜細 静

脈の 内皮 細胞 間隙開 大 がお こり, 脈 絡膜緇 静脈 外 に血

液成 分が 漏出し た もの と考 えら れる. こ の ような脈 絡

膜の 細動 脈, 毛 細 血管お よび細 静脈 の循環 障害 と, そ

れ に よる 脈 絡 膜間 質 に 漏 出 しintercapillary zone を

通っ た多 量の血 液成 分 八 その直 上 の網膜 色 素上皮 細

胞の 変性 ・脱 落を きたし 漿 液性 網膜剥 離 が発症 し た も

の と考え られ る. この よ うな脈 絡網膜 症は, 髄 翼 の下

方, 特に最 周辺 部 に好発 し たが, そ の部位 は解 剖学 的

に短 後毛 様 動脈 の 支配 領 域8)で ア ドレ ナ リン 作 働性 線

維の 分布密 度が 高い9)こ とが知 ら れてい る. 三 木 ら5)は

0.1% アド レ ナリン( 初 回0.05 m1, 発 症す る まで毎 日

0.05 n11 ずつ 増量) を 静 注し て 発 疱す る家 兎 脈絡 膜 炎

ぐ脈絡 網膜 症)に おい て, 光顕 下で 網膜 剥離 部内 の網 膜

色素上皮 細 胞 の脱落, 透 過型電 顕 下で 脈絡 膜毛 細血管

透 過性亢 進 を示 唆す る所 見を 記載 して い る. し かし,

透 過型電 頷 下で の網 膜剥 離部内 の 網膜 色素 上皮 細胞 脱

落の有 無や 脈絡 膜細 動脈, 脈 絡膜 細静 脈の 所見 につ い

て は 触れて いな卜. 今回, 我 々の 実験 では, 脈 絡膜毛

細血管 は管 腔が 著し く狭 くな って はい たが, 形 態学的

に脈絡 膜毛 細血管 透 過性亢 進を 示唆 す る所 見は 認め ら

れなか った. 岡 田10)は 交感 神経 の過 剰興奮 に よ り血管

収 縮が長 び く と無 酸 素状 態に なり, こ れひ引 き続いて

毛 細 血 管 透過 性 亢 進 が お こ る と記 載 し て お り, 三 木

ら5)と の所 見 の違 いは 観 察時 期 の 差, あ る いは ア ドレ

ナリン投 与 量の 差に よる もの か もし れ ない. 大 槻 ら11)

ば0.01% アド レ ナ リ ン1.0  ml/kg 静注 に よ る実 験 的

網 脈絡 膜 症の 組 織化 学的 研 究で, fluorescein sodium

の 局在を 透過 型螢 光顕 微鏡 で観 察し, 脈絡膜 血管 よ り

赤血 球を おし のけ る よ うなル ート形 成 があ り, そ れ が

Bruch 膜 に達し, そ の部は 強い 螢 光色 素が みら れた と

報告 して い る. 大槻 ら11)の脈 絡膜 血管 から の ル ート形

成 像を考 慮 すれば, 今回 の実験 で みら れた脈 絡膜 緇 静

脈から の液 成分 の血管 外漏 出 像に一 致 する もの と考 え

ら れる. ま た, 脈絡膜毛 細 血管 に血 管透 過性 亢進 を示

83

唆す る 所見 がな かった こ とから, 発症 直後 の網 膜下液

は主 として脈 絡膜 細 静脈内皮 細胞 間隙 開大 に 由来 し,

網膜 下 への螢 光漏 出,は 網膜 色素上 皮細 胞 の変性 ・脱 落

に よる ことを形 態 学的 に裏 づけ た もの と考 え る.

アド レナ リンは 血管 収縮 作用 と, それに よ る血圧上

昇 作用 があ る. し たが って, 高 血圧 性脈絡 膜症 と の鑑

別が 問題 と なるが, 実 験的 高血 圧性脈 絡膜 症 は, 組 織

学 的 に脈 絡 膜 細 動 脈 の強 い 収 縮 と その 支 配 領 域 の 壊

死12)13)があ ると されて お り, 今 回の病 理 組織 所 見 とは

異 なる. し かし, 実験的 脈 絡膜症 の 作成方 法が 異な り,

組 織障 害の程 度お よ び観察 時期 の差 も考 えら れ, これ

に つ い ては 今 後 さ ら に明 ら か に さ れ るべ き 問 題 であ

る.

以 上 のこ とよ り, アドレ ナ リン静 注に よっ てお こる

実験 的家 兎脈 絡網 膜症 の発 症機 序は, 脈絡 膜毛 細血管

の変 化 だけ では なく, 脈絡 膜細 動脈, 脈絡 膜細 静脈 の

変 化 も考 慮 し て 検討 しな け れ ば な らな い と 考 え ら れ

た.

本 研 究 に は 文 部 省 科 学 研 究 費 補 助 金( 課 題 番 号

03771261) の補助を受けた. 付記して感謝の意を表する.

文  献

1) 池田一三, 古味敏彦, 中路 博, 他: 非特異限反応

の臨床的 意義( 漿液 性中 心性網 脈絡膜 炎につい

て). 日眼会誌 60 : 104―112, 1956.

2) 吉岡久春, 杉田 隆,永吉寛治: アドレナリソ静注

による実験的網膜症の螢 光眼底所見について( 予

報). 眼紀 21 : 648―652, 197〔〕.

3) 永吉寛治: アドレナリン静注による実験的網膜症

の実験的研究. 日眼会誌 75 : 1720-1727, 1971.

4) 三木徳彦, 砂田 勳, 檜垣忠尚: ストレ ス(アドレ

ナ リソ長期投与) によるカイウサギ網脈絡膜炎 の

研究. 日眼会誌 76 : 1037-1045, 1972.

5) 三木徳彦,安澄剛興,杉本浩一: アドレナリンによ

る家兎脈絡膜炎の電子顕 微鏡的研究(予報). 眼紀

25: 60-66, 1974.

6) 砂田 勲, 三井敏子, 井上圭子, 他: アドレナリン

による家兎脈絡膜炎の電子顕微鏡的研究. 第3 報.

発病時網膜色素上皮細胞の走査電顕による観察.

日眼会誌 79: 1608 ―1616, 1975.

7) Rowley DA : Venous constriction as the cause

of increased vascular permeabi】ity produced by

5-hydroxytryptamine,  histamine,  bradykinin

and 48/80 1n the rat. Brit J Exp Path 45 : 56-67,

1964.

8) Ruskell GL : The Rabbit in the Eye Research.

Springfield, Char】es C Thomas, 522―530, 1964.

9) 大島浩一: 脈絡膜 におけ る神経 分布に関す る研

究.第1 報. モ ノアミン作働性神経の螢光顕微鏡に



84

よる観察. 眼紀 33 : 951―957, 1982.

10) 岡田和夫: キ ャノンの緊急反応 とホフ オスターシ

ス. 医学のあゆみ 125 : 310―316, 1983.

11) 大槻 潔, 水 野勝 義: 脈絡膜病変 におけるFluo-

rescein sodium の組織化学的 研究(2). アドレナ

リソ静注による実験的網脈絡膜症. 眼紀 24:705,

1973.

12) Kishi S,  Tso MOM,  Hayreh SS : Fundus

日眼会誌 96 巻 1 号

lesions in ma 】ignant hypertension. I.  A path-

ologic study of e χperimental hypertensive cho ・

rioidopathy.  Arch Ophthalmol 103: 1189-1197,

1985.

13)  Hayreh SS,  Servais GE, Virdi PS : Fundus

lesions in malignant hypertension. VI.  Hyper ・

tensive choroidopathy. Ophthalmology 93 : 1383

―1400,  1986.


	page1
	page2
	page3
	page4
	page5
	page6
	page7
	page8
	page9
	page10
	page11
	page12
	page13
	page14
	page15
	page16
	page17
	page18
	page19
	page20
	page21
	page22
	page23
	page24
	page25
	page26
	page27
	page28
	page29
	page30
	page31
	page32
	page33
	page34
	page35
	page36
	page37
	page38
	page39
	page40
	page41
	page42
	page43
	page44
	page45
	page46
	page47
	page48
	page49
	page50
	page51
	page52
	page53
	page54
	page55
	page56
	page57
	page58
	page59
	page60
	page61
	page62
	page63
	page64
	page65
	page66
	page67
	page68
	page69
	page70
	page71
	page72
	page73
	page74
	page75
	page76
	page77
	page78
	page79
	page80
	page81
	page82
	page83
	page84
	page85
	page86
	page87
	page88
	page89
	page90
	page91
	page92
	page93
	page94
	page95
	page96
	page97
	page98
	page99
	page100
	page101
	page102
	page103
	page104
	page105
	page106
	page107
	page108
	page109
	page110
	page111
	page112

